
 

 

 

 

 

 

  

 

運動会実行委員が話し合いをし、どんな運動会にしたいか

考え、上記の運動会スローガンが決まりました。 

「思いやりの運動会」の言葉のとおり、花笠音頭練習では、

笠の回し方や動きを、初めて体験する１年生が分かるように

教えていました。 

放課後の応援団の練習では、 

みんなで真剣に応援隊形について話し合ったり、声を出しながら実際に 

動いて確かめたりして、下級生に何を伝えるのかを考えていました。 

意見の調整は簡単ではありませんが、「全力 協力」の思いで頑張っていました。 

                     また、ユリノキ班（縦割り班）種目は、３０個のまりを一人１～３個

ボードに乗せて運び、どれだけ早くすべてのまりを運ぶことができる

かを競います。途中、けんけんぱをしたり、輪の周りを回ったりする

ので、どうしてもまりを落としてしまいます。班の作戦とチームワーク

が重要です。 

練習では、１年生に付き添って上級生が一緒に走ったり、用具を 

協力して運んだりする姿が見られました。 

運動会のような大きな行事をつくる過程には困難なことが多く、 

うまくいかないことが当たり前です。しかし、だからこそ子どもたちに 

とって心身ともに成長できるチャンスだととらえています。 

 

 

 

   赤組 白組 

組  頭 齊藤 れいさん   （６年） 田山 結仁さん  （６年） 

応援団長 玉羽 鎧翔さん   （５年） 森  翔馬さん  （５年） 

副応援団長 森  星夏さん   （５年） 平山 紫月さん   （４年） 

応援団員 

松田 幸也さん   （５年） 玉羽 葵織さん   （４年） 

石山 幸助さん   （４年） 能登 弘丞さん   （４年） 

能登 陽太さん   （４年） 八鍬 丞高さん   （４年） 

森   汐里さん    （４年） 矢作 惺那さん   （４年） 

米山 咲花さん  （４年）  

全力 協力!!34 人の全力を見せつけろ!! 
～思いやりの運動会へ～ 

村山市立袖崎小学校 
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